
全校集会 校長講話（10 月 26 日） 

テーマ：自分の歩む道を、自分自身の力で選び取ろう 

 

おはようございます。 

先週の体育大会、本当にお疲れ様でした。グラウンドを全力で走り、声を掛け合い、最後まで諦めず

にバトンや思いを繋ぐ皆さんの姿は、実に頼もしく、深い感動を与えてくれました。9 月の文化祭、そ

して体育大会と、二つの大きな行事をやり遂げた皆さんの表情には、大きな達成感とたくましさが溢

れています。 

 

大きな行事を経て、今日から学校生活は新しいフェーズへと入ります。 

特に来週からは、3 年生の進路懇談がスタートします。 

3 年生の皆さんにとって、この進路懇談は自分の将来と本格的に向き合い、具体的に自分の歩む道を決

めていく大切な時間となります。不安や焦りを感じることもあるかもしれません。しかし、進路を選ぶ

ということは、決して「誰かに決められるもの」でも、「合格か不合格かという結果だけを恐れるも

の」でもありません。 

 

覚えているでしょうか。以前全校朝礼でお話しした「人事を尽くす」という姿勢、そして「自分を信

じる力（自信）」のこと。 

進路に向き合う上で本当の「自信」とは、「絶対に合格できる」と楽観することではありません。「自

分の将来に向けて、今自分にできる最善の努力（人事）を重ねている自分」を信じることです。行事の

練習や本番で、壁にぶつかりながらも仲間と声を掛け合い、一つのやり切ったあのプロセスと同じで

す。 

周りの意見や結果だけに囚われず、「自分はどう生きたいか」「何を学びたいか」を自分自身の心に問い

かけること。 

不安になった時こそ、日々の授業や家での勉強という目の前の小さな努力を積み重ねること。 

自分のできる精一杯を尽くして選んだ道であれば、どんな結果であれ、それは皆さん自身の確かな成

長へとつながっていきます。 

 

そして 1・2 年生の皆さんも、決して人ごとではありません。先輩たちが真剣に進路と向き合う緊張

した空気を感じ取りながら、自分自身の将来や、毎日の授業・生活習慣を見つめ直す機会にしてくださ

い。 

 

田辺中学校の全員が、それぞれのめざす未来に向かって「人事を尽くし」、誇りを持って自分の道を歩

んでいけるよう、先生たちも全力で応援しています。 

以上で、先生の話を終わります。 


